
２０２６年度川崎医科大学大学院医学研究科（博士課程） 

【後期】小論文 出題意図・解答例 

 

設問１ 

【出題意図】 

（１）医学研究科大学院生として必要とされる論理的思考力と文章校正力の程度を評価する 

ため出題した。  

（２）「大学院で研究することの意義についてあなたの考えを述べなさい。」というテーマについ 

て、既成概念に捉われることなく、自ら思索し、見解を論理的にまとめる能力を有してい 

るかを評価するため出題した。 

 

【解答例】 

大学院生となって、基礎あるいは臨床研究を行うことは下記のような様々な観点からとても意

義深い。まず、医療従事者は先人の築いた医学を学び、継承し、より良いものにして社会に貢献

することが重要である。そのためには現在の実臨床の問題点を明らかにして、それを超える研究

を重ねる必要がある。そして医学研究の発展を介して、より良い医療を提供し、健康維持に繋げ

ることが極めて重要である。このような研究を十分な時間を設けて実行するためにも、大学院で

研究することはとても意義深い。 

私が大学院に入学できた際には、臨床の現場での疑問を基礎実験あるいは臨床研究でそのメカ

ニズムなどを研究する、また逆に、基礎実験あるいは臨床研究で得られた結果を実臨床に活用す

ることなどに取り組んでいきたい。そして最終的には、社会でより良い医療が求められている中

で、学んだこと、獲得したことを英文論文として社会に情報発信していきたい。 

大学院で研究をすることによって上記のような多くのことを学べるので、大学院で研究するこ

とは私自身にとってもとても意義深いと考えている。 

  



設問２ 

【出題意図】 

（１）医学研究科大学院生として必要とされる論理的思考力と文章構成力の程度を評価する 

   ため、出題した。 

（２）ビッグデータ時代における単施設・小規模研究の意義について、既成概念にとらわれず 

自ら思索し、論理的にまとめる能力を評価する。 

（３）小規模研究の統計学的な限界を正しく認識し、それを克服するための具体的な研究デザイ 

ンや戦略を描けるかどうかも評価の対象とする。 

 

【解答例】 

大規模な多施設共同研究やビッグデータ解析がエビデンス構築の主流となる中、単施設・小規

模研究の最大の学術的役割は、「独創的な仮説の創出」と「機動力を活かした探索的検証」にあ

る。多施設では手技の均伝化が困難な高度な分子生物学的解析や、日々の臨床現場で生じたニッ

チな疑問に対する詳細な臨床データの深掘りは、小規模だからこそ緻密で質の高いデータ収集が

可能となる。社会的には、地域特有の健康課題や希少疾患に対する迅速な実態把握に貢献する役

割も担う。 

しかし、その限界として、サンプルサイズ不足による統計学的検出力の低さ（第二種の過誤）

や、対象患者の選択バイアスに伴う外的妥当性（一般化可能性）の欠如が挙げられる。 

この限界を克服するためには、研究計画段階でクリニカルクエスチョンを鋭敏化し、厳密なプ

ロトコル設定と交絡因子の適切な統計学的調整（傾向スコア分析など）を行うことが求められ

る。さらに、単施設での知見を「仮説生成的なデータ」として適切に位置づけ、質の高い論文と

して世界へ発信することで、将来的な多施設での前向き検証試験やメタアナリシスへの布石とす

る戦略的な研究姿勢が必要である。 


